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学 ＦＤ活動を支えるもの

広瀬　信雄

　わざわざＦＤという聞きなれないことばを用いるまでもなく、自分の講義や演習の進め方につ

いて考えることは誰にでもあるし、必要なことである。教師教育や教授学という立場から えば、

「自分が大学生の時、教わったやり方で、今自分の前にいる教え子(学生)に教えようとしても、う
まくいかない」ことは、経験的にもよく知られ話題にされることである。少し正確に うと、自

分が学んだプロセスと同じものを学生に与えても、教育活動はうまくいかないものである。学生

たちは自分と同じようには育たないのだ。だから研究者は今の学生の実態に合わせて、教えよう

とする事柄を自分が消化して新たに工夫し、伝え、習得させることを自分の仕事の一 と考える。

　以上のことを、研究外のこと、自分の講義とは直接関係のないことと思っていると、研究業績

がどんなにすばらしくても、それがそのまま学生には伝わらない。「先生の『背中』をみていれば

学生が自然と育っていく」ような大学時代ではなくなっているのだろう。

　目を全国に転じよう。学 数の多い大 模国立大学では、全学的ＦＤ活動が盛んなところもあ

る。全員参加の合宿研修、講演会、分厚い報告書、 。外 評価を意 したトップ ダウン方式に

よるものである。“ＦＤセンター”のような 置をみた大学もある。

　本学の場合、三学 いっしょでそのようなことが可能で必要なのだろうか。ＦＤが日常化する

のであろうか。

　これまで２年間、教育人間科学 として行なってきたＦＤ活動、とくに公開していただいた講

義は配慮や工夫、そしてなにより個性にあふれ、参加して実に楽しいものであった。けっして一

方通行の講義ではなく、学生との双方向コミュニケーション、対話 意見交換が確実に保持されて

いた。大学の講義は一方的で旧態依然としたものだという巷で われているようなものとは違っ

て、本学 の授業方法のレベルは いと思う。その教育人間科学 の特性を大事にし、授業改善

を日常化したい。
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　今年度第３回目のＦＤ研究授業として、1 月 30 日（金）Ⅰ時限に、中村享史教官の講義「初等

数学科教育学」を公開していただいた。会場の K229 教室にはⅠ時限の開講にもかかわらず、前回

を上回る 12名の参加者があった。

　授業のテーマは、「算数の授業で積極的に 卓を使用すべきであるか、否か」。授業方法はディ

ベート・トークである。テーマ、トークの組み立て法、判断の拠り所等の説明の後、40 名程の受

講生の中から論陣を張る賛成派・反対派４名ずつの代表が抽出されて、討論が行われた。

　討論終了後、分数の通分や割り算の余りが 算できる小学校用の 卓が各自に配られ、 卓を

使用した数学教育の一面が示された。

　講義の後、短い休み時間の中で、中村先生を囲んだ参加教官によるミーティングが行われた。

数学的活動を体験させる授業

数学教育講座　中村　享史

　初等数学科教育学の最初の授業には、「おもひでぽろぽろ」のビデオを見せる。分数のわり算の

場面である。主人公は、算数が苦手で分数のわり算ができない。「なぜ、分数のわり算はひっくり

してかけるのか」ということにこだわって機械的な 算をしないため、テストの成績が悪いの

である。このビデオを見せた後、学生に感想を書かせる。学生の反応は、大きく分けると３つあ

る。一つは、自分も同じようなことを思ったという共感型である。二番目は、算数の 算は形式

で機械的にすればいいという手続き型である。そして、もう一つは、初めてなぜそうなるのかと

疑問を持ったという困惑型である。

　ここに学生の算数授業観がみえてくる。それは、これまでに受けてきた算数・数学の授業で培

われてきたものである。算数を学ぶ立場から教える立場への変換は、自分の授業観に対する反省

が大事である。初等数学科教育学の授業を通して、「なぜ算数を学ぶのか・教えるのか」という問

い対する自分なりの答えを見いだしてほしいのである。

　初等数学科教育学の授業では、問題を自分なりに いてみること、実

際にものを作ること、ビデオに 画した実際の授業の様子を見ること、

デジタルカメラで記 した作品を見て批評することなどを取り入れてい

る。これは、学生に数学的活動を体験させたいからである。

　算数の問題の答えを出すのは簡単であるが、多様な 決の仕方や誤答

を予想するのは難しい。教師の力量で大切なことは、子どもの反応を予

想することである。それは、正答だけでなく、誤答も含んでいる。正答

だけに慣らされてきた学生に誤答の大切さを知らせたい。

　平面や空間観念を培うには、具体的な作業が大事である。そのことを

実感するために、頭の中だけで平面や空間を考える場合とパターンブロ

ックやポリドロンという教具を用いて操作をして考える場合を体験させる。そこから操作活動の
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大事さを実感させたい。

　公開した授業は、「算数の授業で 卓を積極的に使用すべきで

ある」をテーマにディベートを行った。自分の経験や 卓に関

する文献をもとに賛成・反対の立場から意見を述べる。それを

聞いている学生も自分の調べてきたことと関わらせて、仲間の

意見発表を評価する。ディベートの後、分数のたし算やかけ算

ができたり、わり算のあまりが出たりする 卓を持たせて、様々

な 算を体験させる。そこから数についての不思議さを味わう

という展開の授業であった。

　授業後の協議で、学生への働きかけや授業で扱った 題の 求の仕方など、様々な点から話し

合いができたのは、とても有意義であった。多くの先生方の視点から授業に対する意見が聞ける

という経験は自分自身が反省的実 者として成 するよい機会であると思う。大学での授業研究

がもっと盛んになることを っている。

中村先生の授業を受けてみて

英 教育講座　田中　武夫

　優れた授業の共通点は、「本 的な 題を学生に自分の頭で考えさせている」かどうかであると

いうことを、中村先生の授業を見て再確認しました。私自身の授業を振り ってみると、あれも

これも必死に教えたわりには、実際にやらせてみると学生が何も学んでいなくて愕然としたこと

がよくあります。一つ一つの授業を振り ってみると、自分の話す時間が すぎて、学生が話し

たり考えたりする時間が少ないという授業をすぐに思い出します。授業中に配布した資料でいっ

ぱいになるということも度々ありました。自分が知っていることすべて教えてしまわないと気が

すまなかったのかもしれません。しかし、中村先生の授業では、教師が司会者のごとく学生に働

きかけていました。教師の話す時間が短く、その代わりに、学生に考えさせ発表させる時間が

いのです。ディベート形式で、「小学校の算数に 卓は必要であるかどうか」を討論させ、算数に

関わる本 的な 題に気づかせようとする授業です。

　概論に徹し重要概念を浅く広く指導すべきか、本 的な論点を含む具体的事例を学生に提示し

実際に学生に考えさせる狭く深い指導をすべきか、という問いは教師にとって究極の 題である

気がします。中村先生の授業は、紛れもなく後者を選択した授業でした。前者のタイプは効率的

かつ包括的に重要概念を理 させることができ、後者のタイプは本 を自分の力で深く考えさせ

ることができる点で優れています。私自身、どちらのタイプの授業がよいか答えは見つかってい

ませんが、今一度、自分の授業で自分が教えたいことは何か、教えようとする本 とは何か、そ

の本 に気づかせるために教師に何ができるかをしっかりと考えた結果、どちらのタイプの授業

を行うべきかを考えてみようと思います。中村先生の授業は、そのようなことを考える良いきっ

かけになる優れた授業でした。

初等数学科教育の授業を受けて

障害児教育コース（２年）　真壁　理恵

　この授業は必 科目のひとつであったのですが，指導要領の内容を詳しく説明していただき，

よく理 できました。授業では板書や先生の詳しい説明，時にはビデオを使っての授業は頭に残

りやすかったです。ただ板書がとても早く多いので， 板を写すことに集中してしまい，きちん

と聞けない 分もあり残念でした。また， 題として指導要領の内容をまとめるものも， 題を

聞いた時は，正直大変そうで嫌だなと思ってしまったのですが，今になって考えると，指導要領
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を詳しく読むとても良い機会になったと思います。実際に小学校で使っている教材を使ってみた

り出来たことは，実際に教壇に立った時に役に立ちそうだと思いました。

　この授業の中で，特に印象に残っている授業が，1 月 30 日のディベートの授業でした。偶然に

も私は選ばれて，みんなの前でディベートをしました。日頃こういう経験が余りないのでとても

面白く，また短時間でみんなの意見をまとめることの難しさや，相手を納得させられるような論

を立てていく勉強になったと思います。ただ，たった一回の授業ではあまり多くは学べないし，

一度だけの体験的なものになってしまうと考えられます。しかも選ばれた８人以外はどうしても

傍観的になってしまい，実感が湧かなかったと思います。やるのなら，全員やるとか，もう少し

多くの人が体験できればいいと思いました。

　この授業を受けて，いままでは数学という授業を受ける側からの視点しか分からなかったので

すが，教える側の視点を学べたと思います。

享史先生の「初等数学科教育学」に参加して

数学教育講座　中村　宗敬

　中村享史先生とは同じ数学教育講座の所属であるが、紛らわしいことに私の姓も中村。学生は

専らそれぞれ名前で呼んでいるので、今回は私もそれにならって享史先生と書かせていただくこ

とにする。享史先生の授業に関しては学生の多くからも肯定的な評価を学生から常々聞いている。

また講義室が いせいもあってドアを開け放っておくと、授業時の享史先生の朗々とした声が私

の耳にまで届く。人を惹きつけるお話上手ぶりを 憾なく発揮しておられるんだろうな、と常々

うらやましく思っていたところである。そんなわけで今回享史先生の授業公開ということを耳に

して勇んで駆けつけた。

　とはいっても、同じ数学と名がつきながら「数学教育」と我々いわゆる「数学」屋とではずい

ぶん授業形態が異なるな、というのが授業全体を通しての率直な感想である。まず授業は「小学

校の算数に 卓を持ち込むのは是か か」について肯定派否定派のディベートで始まった。学生

の議論を聞いていると双方妥協し合う面もあって、問題点を先 に浮かび上がらせることは出来

かったように感じたが、私にとっては学生がまがりなりにもこのような議論ができるということ

自体驚きであった。翻って自身の授業に反映できるかとなると、内容的な違いもあってなかなか

難しいように感じた。

　ディベート後の 説も享史先生ならではの魅力あふれるお話しぶりで、時間を忘れるほどであ

った。ただ気になったのは次の点。なるほど学生はそうした話に惹き込まれて熱心に聴いてはい

る。だがその場限りで終わってしまわないだろうか。要点をノートにとるという学生の姿が見ら

れなかったのが気がかりだったのだ。たとえどんなに良い先生のものであっても授業に出るだけ

ではだめ。自ら積極的に学び取る姿勢が大切なのだよ、学生諸君。

講義後のミーティング
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ＦＤ活動とＦＤ検討ワーキンググループに関するアンケート（集Ầ結果）

　過日お いしたＦＤ検討ワーキンググループによるアンケートの結果をお知らせいたします。

なお、回答数は 24件でした。ご協力いただいた先生方にはお礼申し上げます。

アンケートと回答 （　）内は回答数

〇　ＦＤワーキンググループのこれまでの活動について

　１．公開授業について

　　　□今後も積極的に行うべきである。　（１２）

　　　□行う意義はある。　　　　　　　　（１２）

　　　□やめた方がよい。　　　　　　　　（　０）

　　公開授業の実施方法、時間 定についてなど、ご意見をお書きください。

　　・水曜午後など、広く参加の可能な時間がよい。

　　・同一授業者の授業公開を複数回開いていただけると有難いです。（日程によって参加できな

いことも多いので）

　　・現在のやり方でよいが、公開授業の数を増やしてほしい。どこかに行けると思う。（今まで

自分の授業とぶつかって一度も行っていない。）

　　・参加したいと思いつつ、予定が合わずに失礼しております。さまざまな曜日，時間になっ

ていると思いますので、次回は是 と思っています。

　　・新任者を中心に参加を強くよびかける。回数を増やして”日常化”する。外 の人（小・

中・ の教師など）を招くなど。・・・何か工夫がいるかも知れませんね。

　　・公開授業をビデオで撮影して保存し、いつでも 覧できるようにしておくと参考になる。

　　・大学院生や小・中・ 校の先生方にも積極的に働きかけて、参観してもらうとよいのでは。

　２．ご自身の授業を公開することについて

　　　□積極的に公開したい。　　　　　（　２）

　　　□依頼があれば公開してもよい。　（２０）

　　　□公開したくない。　　　　　　　（　２）

　３．「FD　invitation」について

　　　□役に立つ。　　　　　　　（　９）

　　　□それなりの意味はある。　（１５）

　　　□やめた方がよい。　　　　（　０）

　　記事の内容、発行頻度についてなど、ご意見をお書きください。

　　・現行程度でよい　　　　　　・定期刊行を目指す。

　　・外 への配布を考える。　　・予算化

＜ 旨＞

　 年、大学におけるＦＤの活動は全国的に拡大、充実しつつあり、それらの成果は報告書としてまとめられ、本

学にも多数寄せられています。また、昨年度から本学で本格的にスタートした 大連携による公開講座、出前授業

などもＦＤ活動の一側面を有していることや、大学評価の面からもＦＤは看過できない重要な活動になっています。

ＦＤの活動は今後ますます注目され、さらに活発化することと思われます。│

　本学のＦＤの活動は、昨年、ＦＤ検討ワーキンググループが発 して以来、まず、大学に初めて着任した教官を

対象とした初任者研修を実施しました。学 をはじめ各種委員会委員 や事務官より本学の業務や今後の展望・

題について説明を受けた参加者からは、大学の実情が理 できた、今後も継続すべき研修であるとの感想を寄せら

れております。また、教官による公開授業をこれまで６回実施し、授業のあり方、指導方法など授業改善のための

協議を重ねてきました。これらの活動を実施する一方で「FD invitation」を発行し、他大学のＦＤ活動や本学の活

動を詳細に報告してきました。

　ただ、発 して間もないワーキンググループですから、他大学のＦＤ活動を参考にしながら手探り状態で進めて

います。したがって検討すべき 題が多いことは否めません。

　そこで、本学のＦＤの活動をさらに活性化させ、新たなＦＤ活動を展開するために、先生方のご意見を伺いたく

アンケートを実施することになりました。

　下記のアンケートに回答くださいますようよろしくお いいたします。

　※　提出締切り日 ： １月１６日（金）　　 提 出 先 :　Ｊ号 １階庶務　ＦＤアンケート提出箱
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　４．初任者研修会について

　　　□今後も積極的に行うべきである。　（１５）

　　　□それなりの意味はある。　　　　　（　９）

　　　□やめた方がよい。　　　　　　　　（　０）

　　研修会の内容、時間 定についてなど、ご意見をお書きください。

　　・最初のオリエンテーションの意味はおおいにあると思います。

〇ＦＤの今後の活動について

　１．FDの 者を招いて講演会開催を考えています。ＦＤに関する講演会は

　　　□積極的に行うべきである。　（１２）

　　　□行う意義はある。　　　　　（１２）

　　　□やらない方がよい。　　　　（　０）

　　講演の内容、実施方法についてなど、ご意見をお書きください。

　　・人を集める手立てが必要。

　２．講演会に参加したいと思いますか。

　　　□積極的に参加したい。　　　　（　７）

　　　□内容によっては参加したい。　（１６）

　　　□参加しようとは思わない。　　（　１）

　３．ご自身の授業改善について日頃心がけていることは何ですか。(例を参考にしてお書きください。)

　例：授業方法＝板書の工夫、判り易い説明、教材・資料の工夫、教育機器の活用、授業形態の工夫など

　　授業内容＝シラバスの工夫、内容の量・速度、関心・意欲を める内容、 験やレポートとの関連など

・ミニットペーパー（感想・ 問用紙）の提出（毎回）。次回に一 を紹介。オフィス・アワー

の 定（木曜５限）。

・(1)対話、発表、意見交換の重視　(2)教師の態度そのものを見本と考える。(3)理論と実際の対

比

・各授業のポイントを示すこと、双方向性となることを心がけています。

・授業形態の工夫

・コンピュータなどで、 子画像や動画を作成し、学生の興味，関心をそそるような演出を心

がけている。できるだけリアルタイムの情報（学術的な）を提示している。

・センターのPCを一人一台利用、出欠・資料参照などに利用。

・学生の名前を える。VTR、写真、パソコンなど、ヴィジュアルな資料の活用。ゆっくり話

す。

・授業方法＝レジメの工夫、教材の工夫、グループワークなどの導入。授業内容＝具体的なテ

ーマの選択。その他＝一人ひとりが意見交流ができる場の保証（通信の発行、ミニレポート）

・教材・資料の工夫、関心・意欲を める内容。

・なるべく、「実物」を見せながら授業を行うよう努めている。

・板書は効率が悪いので、パソコン接続プロジェクターを利用している。YINS-CIS を通じて

補 情報の提供を行っている。大人数の授業では、e-mail による 疑応答を行い、きめ細か

い対応を心がけている。授業内容の厳選と明瞭な発声で、わかりやすい授業を心がけている。

・基本に忠実な板書、話の展開を予測しやすい説明、問題意 を める資料、少しだけ めの

速度、リラックスした中にも厳しさを忘れない 囲気つくり。

・教材・資料の工夫、授業態度の工夫（学生との双方向の 究）

・判りやすい説明に心がけている。

・ゲストスピーカーをお いし、現場の声を学生たちに伝える。

・知 にとらわれず、関心・意欲を喚 させるように配慮。

・学生の目や態度の観察→授業内容のフレキシブルな運用。

・例は全て腐心しているが、毎回失敗しつつ みているのは「わかりやすい説明」である。

・90 分学生を集中させるためにどのような教材を用意し、それをどうやらせ，教える項目を絞

るかに苦心してます。
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　４．授業改善について、悩んでいることや知りたいことなどをお書きください。

・Face to Face で顔を見ながら、あくまでも授業を志向したい。機器の多用が「工夫」ととら

えられることにはやや疑問をもつ。

・各教室のＯＡ活用をしたいのですが、うまく操作できないことが多く、初回は教務の事務官

に指導を受けています。

・もう少し３.で回答したこと（コンピュータなどで、 子画像や動画を作成し、・・・）をスム

ースに行うために 備（コンピュータ，その他ＯＡ機器）の充実を実現したい。しかし、予

算的に無理なので悩んでいる。

・主題別科目の受講生が多く、工夫をしても、一方的な授業にならざるを得ない。

・学生理 。参加型でかつ、学生が学外でも学んでいけるような授業づくり。

・基礎→応用にすすむように各授業科目の内容を考えてしているが（専 科目）、学生が順序ど

おりに履修してくれない（他の教職科目と重なることもあってか？）ので困っている。

・機器の操作が苦手で学ぶ時間も無いこと（ただし、授業というのは、チョーク一本でやるの

が基本だと思っている。）

・講義形式の授業で、いかに学生との相互交流を められるか。

・人数が多すぎて、授業形態の変更がきかない。

・大人数での授業における出欠の確認。研究活動とのバランス。

・自分のスタイルを改めると うことが難しいということでしょうか。

　５．今後の本学におけるＦＤの活動についてお考えをお書きください。

・全学 ・全教員による組織的・統一的な取り組みがそろそろ必要になってくるのではないで

しょうか。

・できれば、上→下でなく、下から上に向かうものでありたい。外 評価のための実績づくり

では悲しい。

・続けていただきたいと思います。

・学外にも公開するなり、インフォメーションを広く行ってもよいと思う。ＦＤの記 を大学

のホームページで詳しく公開したほうがよい。

・特定の個人だけ負担増にならないように配慮 いたい。

・小・中・ のすぐれた授業から学びたい。学生がどのような授業体験を経て、どんな学習態

度や学習技能を身に付けてきたかを知ることで大学の授業のあり方を考えることもできると

思う。

・ＦＤは授業公開以外にもいろいろあるでしょう。研修は初任者だけではなく、幅広く行われ

るとよいと思います。

・今後できるだけ授業参観したいと思います。

ＦＤ活動とＦＤ検討ワーキンググループに関するアンケート集Ầ結果のまとめ

　アンケートの回答者は 24 人であり、回収率は 20％であった。この数字は、現在のＦＤ活動に対

する学 の現状と 題をありのままに物 っている。この数字を少ないとみるか多いとみるかは、

人によって意見が分かれるが、少なくともこの 24 人の回答者は、全員授業公開を「行う意義はあ

る」と答えており、ＦＤ活動の積極的な推進者に属する。学 の２割 くの人がＦＤ活動をもう

少し積極的に取り組む必要があると考えているのは過渡期のデータとしては良としたい。

　まずＦＤの柱である授業公開の実施方法については、水曜午後の時間帯に 定してほしい、同

一授業者の授業公開を複数開いてほしいなど、時間 定の考慮や複数開催の希望が多数寄せられ

た。また「FD invitation」の刊行や初任者研修の実施についても「やめた方がよい」という回答

は皆無であった。今後の活動としてＷＧは「ＦＤ講演会」の開催を検討しているが、「行う意義は
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ある」と全員が回答している。これまでのＦＤ活動を是とする回答であった。

　つぎに「授業改善に日頃心がけていること」と「その悩み」ついてであるが、これは大きく分

けて２つのタイプに分かれる。ひとつは教官と学生との双方向型の授業を目指すものである。ミ

ニット・ペーパー（感想・ 問用紙）の提出（毎回）、対話型、発表、意見交換を重視するやり方

はこれにあたる。対話を第一義に考える授業形態である。もうひとつは教材・資料などの知の道

具を現代化する授業形態である。ＶＴＲ、写真、パソコンなどのメディアを徹底的に活用する方

法である。こうした授業改善の２つの方向は、当然「授業改善の悩み」にもつながる。講義形式

の授業でいかに学生との相互交流を められるか疑問であるという悩みがある一方で、ＯＡを活

用したいが、うまく操作できないなどメディア機器を利用するさいの技術上の不安も垣間見せて

いる。しかし重要なことは、この授業改善の 2 つの方向は一方が他方に対してやや懐疑的なこと

がアンケートから浮かび上がってくることである。回答者の一人は「Face to Face で顔をみなが

ら授業をしたい、機器の多用が『工夫』ととらえることにはやや疑問をもつ」とのべている。情

報メディアの授業への積極的な導入と、他方でのコミュニケーション術の一層の改善との調和を

いかに達成するかという問題がここには潜んでいる。

　ＦＤ活動は緒についたばかりである。「外 評価の実績作り」に終わらないように地道かつ着実

に進めていけば、２割のＦＤ推進派が少しは多くなるかもしれない。　　　　　　　　　　　（Ｏ）

平成 15年度のＦＤの活動から

宮澤　正明

　平成 15 年度ＦＤ検討ＷＧの活動は、前期では初任者研修をはじめ公開授業を２回（授業者：池田清彦教

官、岩永正史教官）開催し、後期では公開授業を１回（授業者：中村享史教官）開催し、ＦＤに関するアン

ケートを実施した。この間、「FD invitation」は本号を含めて３回発行した。

　本号は、1 月 30 日（金）に公開された中村享史教官の授業を特集した。冬の１時間目の授業にもかかわ

らず、教官、大学院生、内地留学生など 10 名を える参加者があった。中村先生の工夫された授業方法、

とりわけ学生参加型授業には参観者一同興味を持った。授業後の協議では少ない時間にもかかわらず、意見・

問が多く寄せられ、本年度最後の公開授業を意義深く終了することができた。詳しい内容は本文記事のと

おりであるが、文章から授業の空気を感じ取ることは至難のわざである。 わくは、今後は是 とも教室に

を運んでいただきたい。授業者の工夫や授業の進め方、それらによって受講生がどのように反応し活動し

学ぶのか、といった「生」の授業をご覧いただくことがベストであろう。また、「公開」としなくても、授

業参観が日常的にしかも気楽にでき、相互に刺激しあえるような状況になることが理想である。ＦＤ検討Ｗ

Ｇの活動はその種まきと考えてこの２年間活動してきたともいえる。

　とはいえ、まだまだ手ぬるい活動と わなければならない。そこで、今回はアンケートを実施し、これま

でのＦＤ活動への意見や今後のＦＤの活動を活性化し定着させるための方策、工夫などをたずねた。残念な

がら回答数は少なかったものの、ＦＤ活動に対する積極的意見が多数寄せられたので、今後の活動に資した

い。

　２年間ＦＤ検討ＷＧに参画して、公開授業をいくつか参観させていただいたことは幸せであった。毎回そ

れぞれ工夫された授業に感激し、分野は違っても参考になる点を毎回発見できた。先にも述べたが、普段か

ら授業がオープンになっていて気楽に授業改善のディスカッションができる 囲気がほしい。この数年の間

に、ＦＤ活動に関わるセンターを 置して大学全体がＦＤに取り組む大学が増え、泊り込みでＦＤ研修会を

開催していることも報告されている。それに比べて本学のＦＤ活動はあまりにも地道であると わざるを得

ない。各教官のＦＤ活動がより見える形で、そして外 にもアピールできる形になることが今強く求められ

ている。来年度のＦＤ活動がより一層活性化することを期待したい。

FD WG22宮澤正明　広瀬信雄　石垣武久　大友敏明　菅沼研一　田中武夫


